
  

３ Ｒ 推 進 マ イ ス タ ー （ 地 方 推 薦 ） 紹 介 書 

 

氏 名 糸山 景大（いとやま かげひろ）  

住 所 長崎県長崎市 

性 別 男性 

誕生年 1944年 

職業・肩書き 長崎大学名誉教授、工学博士 

職業等  

行 政 委 員 の就 任 状

況（現在） 

○「ゴミゼロながさき」委員 

○長崎県海岸漂着物対策推進協議会会長 

○漂流・漂着ゴミに係る国内削減方策モデル

調査 地域検討会（長崎県）座長 

連絡先  
プロフィール  

活動できる分野  ①講演           ②パネリスト        ③ワークショップ 

④その他 （        ） 

講演の実施実績 2013.10.12「長崎県における漂着ゴミの現状と課題」（人と環境にやさしいふ

るさと推進大会、基調講演） ＠五島市教育文化会館 

2013. 7. 5  「民」と「官」それぞれの役割、協働の役割 ＠長崎市 

2011.10  「長崎漂着ごみサミット2011」の基調講演、「漂着ごみの清掃活動

が学生に及ぼしたもの―連想調査の結果からー」 

＠長崎文化放送NCC＆スタジオ 

2008.11  「ごみ問題に、私たちができること」＠長崎市立大園小学校 

2007.10  長崎県美しいふるさと推進大会＠五島市 

2006.11  「ごみ問題に、私たちができること」＠平戸市立津吉小学校 

ほか多数 

パ ネ リ ス ト と し て の

参加実績 

2011.10 「長崎漂着ごみサミット2011」のパネルディスカッションのパネリスト 

＠長崎文化放送NCC＆スタジオ 

2007. 9 生活学校・生活会議運動長崎県大会＠佐世保市  ほか多数 

その他 普 及 啓 発 活

動の参加実績等 

2013.11.30 三次元環境紙芝居（人形劇）（「ごみ君の涙」上演） ＠南島原市 

2013.10.25 風呂敷の美しい包み方、賢い使い方（野田郷公民館講座） 

＠時津町野田郷 

2013.10.18 風呂敷の美しい包み方、賢い使い方（エコライフフェスタ） 

三次元環境紙芝居（人形劇）（「ごみ君の涙」上演） 

＠水辺の森公園 

2013. 6. 8  風呂敷の美しい包み方、賢い使い方（環境月間街頭キャンペン） 

三次元環境紙芝居（人形劇）（「キャンドルナイトの夜」上演） 

＠浜町観光通 

2013.3.12  風呂敷の美しい包み方、賢い使い方（すこやか長寿大学、佐世

保校） ＠佐世保社会福祉 

2013.3. 4  風呂敷の美しい包み方、賢い使い方（すこやか長寿大学、長崎

校） ＠長崎県総合福祉 



  

2011.10 三次元環境紙芝居「キャンドルナイトの夜」公演＠長崎市水辺の森 

2011. 9 三次元環境紙芝居「ごみくんの涙」公演（環境教育の一環として、長

崎県からの要請を受け）＠長崎県下小学校4校 

2011. 6 三次元環境紙芝居「キャンドルナイトの夜」公演＠長崎市アーケード

2011. 5 三次元環境紙芝居「キャンドルナイトの夜」公演＠長崎市水辺の森 

2007.12 そがんCO2なら！減らさんば！エコライフコンテスト in 長崎、県大

会審査委員長 

1992. 9 「ばってんリサイクル‘92」をリサイクル文化研究塾で開催、以後毎年

開催。 

特記事項  

推薦者（担当） 長崎県（環境部 未来環境推進課 循環・快適環境班） 

推薦理由 糸山景大氏は、長崎県及び長崎市の環境問題・ごみ問題に関する委員会

等の委員長・議長等を歴任し、ゴミ問題に対する長崎県のオピニオンリーダ

ーとして、問題の解決、普及・啓発活動に尽力してきた。特に、1992年に氏が

先頭に立って塾生と始めた「ばってんリサイクル‘92」は、先駆的なリサイクル

イベントであり、今も続く市民に親しまれるイベントとして継続されている。ま

た、2001年12月に議長に就任した「ゴミゼロながさき推進会議」の活動におい

ても、市民団体や事業者側の諸団体のさまざまな意見を調整し、ゴミのない

資源循環型の長崎県を目指して活動していくことの必要性を各委員に認知さ

せ、行動に結びつけている。その結果、長崎県のゴミの量は明らかに減り続

けている。氏がこれまでごみ問題に対して果たしてきた役割は、非常に重く貴

重なものである。 

また、教育学部教授として独自の論理で創り上げた「授業学」を基にし、環境

教育の実践とその授業評価から、先の命題に取り組んでいる。この授業学の

中で、「伝えることの構造化」が何より必要であると指摘している。 

氏 は、全 国 で推 薦 される３R推 進 マイスターの有 志 が集 まり、「ゴミ問 題 」と

「環境問題」を繋ぐ構造化を図りたいと考えている。このようにごみ問題に対

する実績もあり、志もある人を３R推進マイスターに推薦することは、今回の趣

旨にも合致するものと考えている。 

 


